
理
事
会
の
開
催
前
に
、
今
回
の

開
催
箇
所
に
つ
い
て
の
経
緯
と

そ
の
説
明
が
あ
り
、
今
後
の
理

事
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
、

出
席
者
の
了
承
を
得
た
。

1
、
工
種
別
工
事
髙
に
つ
い
て

工
事
別
工
事
高
は
、
9
月
30

日
現
在
で
は
、
給
水
が
昨
年
度

と
比
べ
て
80
％
、
配
水
が
93
％
、

全
体
平
均
す
る
と
90
％
く
ら
い

と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、

昨
年
と
同
じ
程
度
と
考
え
て
い

る
。
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
の
関
係

で
変
動
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

キ
ッ
ツ
と
メ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
全
体
と
し
て
は
、
少
な
い

が
北
部
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

今
年
は
、
キ
ッ
ツ
が
少
な
い
よ

う
に
感
じ
る
。
た
だ
、
小
口
径

メ
ー
タ
は
増
え
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

2
、
令
和
2
年
度
賀
詞
交
歓
会

に
つ
い
て

来
年
度
の
賀
詞
交
歓
会
費
用

は
、
①
1
0
0
名
タ
イ
プ
（
昨

年
度
同
様
程
度
の
賀
詞
交
歓
会
）
、

②
50
名
タ
イ
プ
（
新
年
会
・
協

賛
社
含
む
）
、
③
30
名
タ
イ
プ

（
理
事
会
程
度
）
の
3
種
類
に

つ
い
て
見
積
を
依
頼
し
た
。

た
だ
し
、
解
約
時
期
に
よ
る

違
約
金
額
が
大
幅
に
異
な
る
こ

と
か
ら
、
開
催
有
無
の
決
断
時

期
に
つ
い
て
提
起
さ
れ
た
。
そ

の
他
諸
問
題
に
つ
い
て
討
議
し

た
。そ

の
結
果
、
今
後
の
コ
ロ
ナ

の
状
況
や
政
府
の
施
策
等
が
不

明
確
で
あ
り
、
そ
の
判
断
が
難

し
い
こ
と
か
ら
、
取
り
敢
え
ず
、

②
の
新
年
会
タ
イ
プ
で
検
討
を

進
め
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

※
後
日
、
感
染
拡
大
が
顕
著
に

な
り
、
新
年
会
の
中
止
を
決
定

し
た
。

3
、
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

各
組
合
員
か
ら
提
出
の
あ
っ

た
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
、
担

当
者
か
ら
説
明
が
あ
り
、
討
議

し
た
。
こ
れ
ら
を
ま
と
め
、
意

見
交
換
会
に
臨
む
こ
と
と
し
た
。

4
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
の

理
事
会
開
催
金
額

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
の
理

事
会
開
催
の
費
用
、
部
屋
、
三

密
回
避
の
席
配
置
状
況
を
説
明

し
た
。

5
、
融
資
に
つ
い
て

組
合
の
当
座
の
資
金
と
し
て
、

3
0
0
0
万
円
の
融
資
を
受
け

る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
融
資
は
、
コ
ロ
ナ
関
連

の
国
の
融
資
制
度
の
活
用
で
あ

り
、
3
年
間
の
無
利
子
で
あ
る
。

詳
細
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
、

詰
め
て
い
く
と
報
告
し
た
。

6
、
理
事
会
出
席
者
へ
の
交
通

費
に
つ
い
て

理
事
会
に
出
席
す
る
理
事
の

交
通
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

の
理
事
会
で
決
ま
っ
た
。

今
後
、
理
事
会
だ
け
で
な
く

委
員
会
の
開
催
も
計
画
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
理
事
会
以
外
に

つ
い
て
も
、
交
通
費
を
支
払
い

た
い
と
提
案
し
た
。

そ
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
決

定
し
た
。

理
事
長
か
ら
、
交
通
費
と
い

う
名
目
で
は
あ
る
が
、
日
当
的

な
目
的
で
も
あ
る
の
で
、
全
員

が
支
払
い
を
受
け
て
も
ら
い
た

い
と
依
頼
し
た
。

7
、
組
合
サ
ー
バ
ー
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

昨
年
の
暮
れ
に
メ
ー
ル
被
害

が
あ
り
、
ま
た
、
今
年
の
9
月

に
も
同
様
の
被
害
が
あ
っ
た
。

そ
の
内
容
は
、
組
合
員
へ
の

悪
質
メ
ー
ル
で
あ
り
、
幸
い
添

付
フ
ァ
イ
ル
を
開
か
な
か
っ
た

た
め
、
実
際
に
被
害
は
、
発
生

し
な
か
っ
た
。

今
後
、
水
道
局
へ
の
影
響
や

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
等
の
こ
と

を
考
慮
し
、
組
合
と
し
て
、
サ
ー

バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
い
と
提
案
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
協
議
し

た
結
果
、
導
入
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
同
様
な
シ
ス
テ
ム
は
、

そ
の
グ
レ
ー
ド
や
能
力
に
よ
り
、

各
種
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

8
、
水
道
局
か
ら
の
報
告
事
項

①
支
給
材
に
つ
い
て

漏
防
と
A
工
事
に
つ
い
て
は
、

支
給
材
を
取
り
や
め
る
方
針
で

あ
り
、
ま
た
、
局
の
備
蓄
材
も

な
く
す
が
、
K
型
を
残
す
と
し

て
い
る
。
事
故
の
場
合
は
、
K

型
を
使
用
し
て
、
そ
の
後
に
本

施
工
の
方
針
で
考
え
て
い
る
。

②
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
は
、
計
量

法
の
関
係
で
、
8
年
に
1
回
は
、

取
り
換
え
る
こ
と
に
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
現
在
、
メ
ー
タ
交

換
工
事
を
行
っ
て
い
る
単
価
契

約
の
業
者
が
引
き
続
き
行
う
こ

と
に
な
る
が
、
ま
だ
、
各
種
の

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

9
、

顧
問
吉
倉
先
生
と
の
懇
談

吉
倉
先
生
の
挨
拶
の
後
、
東

京
水
道
株
式
会
社
の
現
状
報
告

が
あ
り
、
今
後
、
同
会
社
と
組

合
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
構
築

し
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
懇
談

し
た
。
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第
8
期

第
2
回

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
理
事
会
報
告

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
は
、
令
和
2
年
10
月
9
日
（
金
）
16
時
か
ら

第
8
期

第
2
回
理
事
会
を
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
本
館
43
階
コ
メ
ッ
ト
で
開
催
し
た
。

今
回
の
第
2
回
理
事
会
の
開
催
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
三
密
」
を
回
避
す
る
こ
と
も
あ
り
、
従

来
開
催
し
て
い
た
組
合
事
務
所
会
議
室
で
は
な
く
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
今
後

の
会
議
や
打
ち
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
少
人
数
の
場
合
は
、
組
合
事
務
所
で
開
催
す
る
も
の
と
し
た
。

ま
た
、
理
事
会
閉
会
後
、
当
組
合
の
顧
問
で
あ
る
吉
倉
先
生
と
懇
談
す
る
場
を
持
っ
た
。

以
下
は
、
議
事
録
の
要
旨
で
あ
る
。

【
出
席
者
】
〈
代
表
理
事
〉
貝
澤
二
郎

〈
副
理
事
長
〉
髙
橋
昌
也
（
兼
技
術
委
員
長
）

〈
技

術
〉
中
島
新
吾
、
、
黒
田
太
一
、
〈
総
務
厚
生
〉
石
田
強
（
委
員
長
）
、
三
浦
良
一
、
中
川
英

樹
、
杉
本
光
信
、
〈
仮
称
受
注
〉
尾
畑
浩
一
郎
、
藤
井
正
裕

TSR（協同組合東京都水道
請負工事連絡会）では、
組合員を募集しています。

連絡先
TEL 03-6264-9867
FAX 03-6264-9869



東
京
都
の
現
行
制
度
で
は
、

受
発
注
者
の
事
務
負
担
等
を
踏

ま
え
、
予
定
価
格
が
建
築
工
事

4
・
4
億
円
、
土
木
工
事
3
・

5
億
円
、
設
備
工
事
2
・
5
億

円
未
満
の
工
事
は
、
調
査
基
準

価
格
と
低
入
札
価
格
調
査
に
お

け
る
失
格
基
準
価
格
と
を
同
額

に
設
定
し
て
お
り
、
技
術
点
が

高
い
入
札
者
で
あ
っ
て
も
、
入

札
価
格
が
失
格
基
準
価
格
を
少

し
で
も
下
回
れ
ば
即
失
格
と
な

る
。
こ
の
状
況
で
は
、
価
格
と

技
術
力
を
総
合
的
に
評
価
す
る

と
い
う
総
合
評
価
方
式
の
趣
旨

が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い

と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
対

策
に
も
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
総

合
評
価
方
式
の
趣
旨
が
よ
り
発

揮
で
き
る
よ
う
な
制
度
に
改
定

す
る
。

主
な
改
定
事
項
は
、
調
査
基

準
価
格
に
代
わ
る
「
基
準
価
格
」

を
設
定
し
、
入
札
価
格
が
「
基

準
価
格
」
を
下
回
る
ほ
ど
、

「
履
行
の
確
実
性
」
が
損
な
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し

て
、
価
格
点
を
逓
減
す
る
。

ま
た
、
入
札
価
格
が
「
特
別

基
準
価
格
」
を
下
回
る
場
合
に

は
、
価
格
点
を
0
点
と
す
る
。

こ
の
改
正
に
よ
り
、
入
札
価

格
が
「
基
準
価
格
」
を
下
回
る

と
価
格
点
で
の
優
位
性
が
な
く

な
る
た
め
、
意
図
的
な
低
入
札

を
強
く
抑
制
し
、
現
状
と
同
等

の
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
は
維
持
で

き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
事
業
者
へ
の
負
担
に

も
配
慮
し
、
総
合
評
価
方
式
を

適
用
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、

低
入
札
価
格
調
査
を
行
わ
な
い

こ
と
と
す
る
。

基
準
価
格
と
特
別
基
準
価
格
は
、

予
定
価
格
の
内
訳
か
ら
、
①
直

接
工
事
費
、
②
共
通
仮
設
費
、

③
現
場
管
理
費
、
④
一
般
管
理

費
等
を
基
に
、
原
則
と
し
て
別

表
算
定
式
に
よ
り
設
定
す
る
。

今
回
の
改
定
は
、
総
合
評
価

方
式
の
工
事
（
施
工
能
力
審
査

型
総
合
評
価
方
式
・
技
術
実
績

評
価
型
総
合
評
価
方
式
・
技
術

力
評
価
型
総
合
評
価
方
式
）
を

対
象
と
し
て
お
り
、
技
術
提
案

型
総
合
評
価
方
式
は
、
含
ま
な

く
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度
の

適
用
を
継
続
す
る
。

総
合
評
価
方
式
を
適
用
し
な

い
価
格
競
争
の
入
札
に
つ
い
て

は
、
現
行
制
度
の
ま
ま
、
低
入

札
価
格
調
査
制
度
ま
た
は
最
低

制
限
価
格
制
度
の
適
用
を
継
続

す
る
。
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《基準価格の算定式》 別表

基準価格＝①×0.97+②×0.9+③×0.9+④×0.55

※解体工事の場合は、①の乗率を0.8

《特別基準価格の算定式》

特別基準価格＝①×0.9+②×0.8+③×0.8+④×0.3

①直接工事費、②共通仮設費、③現場管理費、④一般管理費

工
事
に
お
け
る
総
合
評
価
方
式
を
一
部
改
定

失
格
基
準
価
格
以
下
で
即
失
格
を
改
定

東
京
都

財
務
局

交
通
局

下
水
道
局

水
道
局

東
京
都
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
の
ひ
と
つ
の
手
法
と
し
て
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度
を
適
用
し
て

い
る
が
、
そ
の
対
策
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
総
合
評
価
方
式
の
趣
旨
が
よ
り
発
揮
で
き
る
よ
う
、
総

合
評
価
方
式
の
一
部
を
改
定
す
る
。

現
行
制
度
で
は
、
入
札
価
格
が
調
査
基
準
価
格
を
少
し
で
も
下
回
れ
ば
即
失
格
と
な
る
が
、
今
回

の
改
定
で
は
、
調
査
基
準
価
格
（
基
準
価
格
）
を
下
回
る
と
即
失
格
と
な
ら
な
い
が
、
価
格
点
を
逓

減
す
る
方
法
と
す
る
。

公
告
は
、
財
務
局
が
令
和
2
年
8
月
31
日
、
公
営
企
業
3
局
は
、
11
月
10
日
で
あ
り
、
各
局
と
も

2
0
2
1
年
1
月
1
日
以
降
に
公
告
す
る
案
件
か
ら
施
行
す
る
。

東京都ホームページ電子調達システム契約制度・契約部署からのお知らせ20

20.8.31より抜粋

参照 http://www.e-procurement.metro.tokyo.jp/documents/pdf2020083108

3120_1.pdf

入
札
・
契
約
時
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
取
り
扱
い
を
変
更

保
険
者
番
号
及
び
被
保
険
者
等
記
号
・
番
号
に
マ
ス
キ
ン
グ
を

東
京
都

財
務
局

交
通
局

下
水
道
局

水
道
局

令
和
2
年
10
月
13
日
付
で
、
財
務
局
お
よ
び
公
営
企
業
3
局
か
ら
、
お
知

ら
せ
と
し
て
「
入
札
・
契
約
手
続
き
に
お
け
る
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写

し
の
提
出
に
係
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
を
公
告
し
た
。

東
京
都
で
は
、
入
札
・
契
約
時
に
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
の
提
出

を
求
め
て
い
る
が
、
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
目
的
外
で
告
知
を

求
め
る
こ
と
を
禁
止
す
る
「
告
知
要
求
制
限
」
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
入
札
・
契
約
手
続
き
に
お
い
て
、
健
康
保
険
被
保
険
者

証
の
写
し
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
保
険
者
番
号
及
び
被
保
険
者
等
記
号
・

番
号
に
あ
ら
か
じ
め
マ
ス
キ
ン
グ
を
施
す
よ
う
お
願
い
す
る
と
し
た
。

事務局職員異動のお知らせ

楠原 賢士氏が退職しました。
当分の間、以下の2名で活動します。

横山 眞一
菊池 拓哉


